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地域振興計画

●「中丹地域振興計画」の概要

compass

1



２０４０年に実現したい中丹地域の姿

01 多様なライフスタイルが実現できる中丹地域

コロナ禍によるテレワークや地方移住の広がりなどを踏まえ、「田舎暮らし」
「まちなか暮らし」「二拠点居住」など、この地域の強みをさらに生かして、
一人ひとりの事情と希望に応じた多様なライフスタイルが実現できる地域

02 産業が活発で、働き方を幅広く選択できる中丹地域

農林水産業から製造業、サービス業まで様々な産業が活発に行われ、働き方も
自営から就業まで幅広い選択ができる地域

03 若者が定着し、人にやさしい持続可能な中丹地域

コロナ禍で再認識された家族や社会の繋がりの重要性を踏まえ、Uターン等に
より若者がしっかり地域に定着し、子どもから高齢者まで住民が生き生きと
暮らす、人にやさしい持続可能な地域

心つながる田舎の魅力と都市機能の
両方を享受し、海・里山・まちを舞台に

求める暮らしが実現できる地域を

基本方向

2040年の実現に
向けた

「基本的な視点」
と

「具体的な施策」
を示すもの
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計 画 期 間

令和5（2023）年4月1日

令和9（2027）年3月31日



施策推進の基本的な視点

若者が定着する

持続可能な

地域づくり

３つのテーマで 「中丹地域の将来像」を実現（対応方針）

「一人ひとりの尊厳と人権の尊重」①

「多様な主体との連携・協働」②

「地域における施策の総合的実施」③
府の様々な部局が担当する施策を組み合わせコーディネート

企業、地域住民、国、市、教育機関、DMO、地域で活動する団体、地域メディア等との連携・協働

誰もが自分らしく生きることのできる社会の実現に向けて、人権教育、啓発の取組を推進

具体的

施策

絆と交流の

地域づくり

安心・安全に
暮らせる

地域づくり

交流の拡大・
関係人口創出

若者地域定着・
担い手確保

社会基盤整備・
防災減災対策
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具体的施策

02
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● ４年間で進める具体的な施策
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今後４年間で進める具体的な施策

「2040年に実現したい姿」から現状を振り返り、

今後４年間で進める具体的な施策を設定

ＵＩターン等により

若者等が暮らし続けた
くなる環境整備

京都舞鶴港海外航路

等の活用による人流・
物流の拡大

災害に強い

社会基盤整備

災害対応力の強化

安心して暮らせる

環境整備

若者定着

01

02

絆と交流

04

05

06

08

09

10

自然や地域文化等の

地域資源を生かした

交流の拡大と

関係人口の創出

安心・安全

地域の食など特産品の
魅力向上を通じた交流

の拡大と関係人口の創出

03

人流・物流等を支える

交通ネットワーク
の整備

07

万一に備えた原子力防災

対策の充実
11

人権が尊重され

子育てにやさしく
安心して暮らせる環境整備

地域産業の振興と

雇用の促進、
人材育成
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ＵＩターン等により若者等が暮らし続けたくなる
環境整備

►若者の地域就職・定着に向け、高校生向け出前講座や、保護者
向け企業説明会、働く若者の交流の場づくり等に取り組む

►中丹地域への移住者増に向け、都市部でのセミナーや現地
ツアー等を実施

►ＵＩターン等促進に向け、事業アイデアを公募し、審査の上、
提案団体が実施

人権が尊重され子育てにやさしく安心して
暮らせる環境整備

► 「中丹子育て未来づくり100人会議」の枠組みで、子育て
支援者向けセミナーや企業向けセミナー、全体会等を開催

地域産業の振興と雇用の促進、人材育成

►中小企業の新規事業の創出等に向けた交流会などを開催
►万願寺甘とう、中丹茶、丹波くり等の生産支援や、担い手育成
・確保に向けた講習会等を実施

►主伐・再造林一貫作業の推進や、林業の担い手確保に向けた
ＰＲイベントを開催

►ものづくり産業や建設業の担い手確保に向け、小中学生向け
体験イベントを実施

►環境問題に携わる次世代の人材育成に向け、小中学生向けの
体験学習等を実施

02

03

01
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自然や地域文化等の地域資源を生かした
交流の拡大と関係人口の創出

►「CO-KYOTO」等を通じ、中丹地域の子育て、移住、働き方・
暮らし方、観光・イベント等の地域情報を広く発信

►登山地図アプリによる情報発信やe-bike活用による観光周遊
に取り組む

►文化庁移転を機に、次世代向け伝統文化の体験講座等を実施

地域の食など特産品の魅力向上を通じた
交流の拡大と関係人口の創出

►京都中丹いちおし商品や、京都中丹認証ジビエの販路拡大・
ＰＲ等を実施

京都舞鶴港海外航路等の活用による人流・物流の拡大

05

06

人流・物流等を支える交通ネットワークの整備07

04

京都中丹いちおし商品 京都舞鶴港 7



災害対応力の強化

►地域防災・減災に向け、災害情報システム登録者の拡大や
水害等避難行動タイムラインの作成を支援

安心して暮らせる環境整備

万一に備えた原子力防災対策の充実

►シカやイノシシ、クマ等野生鳥獣による被害の未然防止に
向けた取組を実施

09

10

11

災害に強い社会基盤整備08

環境整備（感染症対応を含む避難所運営訓練） 8

►市街地の総合的な浸水対策や、路面のかさ上げによる道路機能
強化等を実施



R5取組状況
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●R5年度事業の取組状況
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✓ 地元企業の従業員・企業経営者等が講師として高校に出向き、講演やワークショップ、企業
説明会を実施する「出前講座」や、企業のことを深く学びたいと希望する生徒を対象に、実
際の現場を体感できる「現場見学会」を開催

✓ 保護者に地元企業を知ってもらい、子の地元就職を一つの選択肢として考えるきっかけづく
りとする「保護者向け企業説明会」等を開催

高校生向け出前講座、保護者向け企業説明会等
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜定着促進＞

・会場：北部産業創造センター
・出展者数：企業13社、府立学校３校
・参加者数：80名（学生含む）

保護者向け企業説明会（R6/1/27）R5年度の取組状況

・福知山成美高校（10/31）
・東舞鶴高校（R6/3/14）

・福知山成美高校（6/9、10/31）
・福知山高校（6/15、10/28）
福知山高校三和分校（2/8）

・福知山淑徳高校（12/5）
・東舞鶴高校（12/19）
※他に自主開催４校（西舞鶴、工業、日星、大江）

高校生向け出前講座＜開催４校＞

高校生向け現場見学会＜開催２校＞

企業説明会の様子



✓ 中丹地域で働く若者が、職場以外の同世代や地域住民と交流し、地域のひと･もの･場所への
愛着を育む機会を設けることで、若者を中心とした様々な関係性を創出

✓ 職場以外での様々な関係性の構築により、中丹地域の離職率低下や若者定住を促進する。

働く若者の交流の場づくり「YOU好会」

R5年度の取組状況

第１回：BBQ（バーベキュー）交流会
・開催日 6月25日（日）
・場 所 綾部里山シェアハウス小明(あかり)
・参加者 14名
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜定着促進＞

第２回：SUP（サップ）交流会
・開催日 9月3日（日）
・場 所 ビーチハウス神崎（舞鶴市）
・参加者 14名

第３回：いちご狩り交流会
・開催日 R6年1月20日（土）
・場 所 THE 610 BASE（福知山市）
・参加者 15名

第４回：オリジナル時計づくり交流会
・開催日 R6年2月17日（土）
・場 所 舞鶴赤れんがパーク４号棟２階
・参加者 12名

R5新規事業

SUP（サップ）体験の様子

交流会の様子



✓ 各市と連携した地域の魅力発信に加え、移住実践者から地域で
の実際の暮らしの話が聞ける都市部でのセミナーや、移住希望
者が地域との交流を通じて魅力を体感する現地ツアー等を開催
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜定着促進＞

R５年度の取組状況

移住セミナー

第１回：「やりたい を実践中」

▸開催日 12月2日（土）

▸場 所 シティプラザ大阪

▸参加者 13名

▸ゲスト ・農家民宿オーナー（Ｉターン）

・高校教員（Ｕターン）

第２回：「先輩移住者に聞く、

北京都の暮らし・働き方」

▸開催日 R6年2月21日（水）

▸場 所 QUESTION（京都市役所近く）

▸参加者 13名

▸ゲスト ・KDDI関連会社社員（Ｉターン）

・日東精工(株)社員（Ｉターン）

現地ツアー

第１回：「京都北部お仕事百貨店」

▸開催日 8月26日(土)～27日(日) 

▸訪問先 舞鶴市・綾部市

▸参加者 ５組６名参加

▸内 容 先輩移住者（４名）との交流、散策

農家民宿宿泊、仕事現場の訪問等

第２回：「田舎暮らしを楽しむ人に出会う」

▸開催日 R6年2月3日(土)～4日(日)

▸訪問先 舞鶴市・福知山市

▸参加者 ４組４名参加

▸内 容 先輩移住者（５名）との交流

農家民宿で共同調理体験や交流会、

宿泊、散策等

第１回現地ツアーの様子



✓ 中丹地域へのＵＩターン等を促進する多様な企画を募集し、事業実施者を選定の上、委託
事業として実施

✓ 事業アイデアを広く募集した結果、管内を含む４団体から提案があり、プレゼン・審査等
を経て、４団体を採択事業として決定（成果報告会を３月14日に開催）
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜定着促進＞

採択事業の実施状況

R5新規事業

受託事業者 内容 参加者数

コラボリズム(株)
（東京都）

舞鶴の魚など「食」の魅力と舞鶴出身者による故郷への想いに
触れるイベントを、２月に京都市内で開催。料理人の有吉功光
氏(Uターン)、中嶋茂治氏(舞鶴出身)が登壇

34名（９割が
舞鶴にゆかり
がある）

ふるさと回帰支援
センター
（東京都）

舞鶴市大浦地域産の「レモン」をキーワードに、田舎や移住に
関心のある女性を中心とした交流会を、２月に東京で開催。大
浦地域の農業者や移住者、市の職員が登壇

16名（東京在
住、舞鶴を知
らない層）

福ふく移住
（福知山市）

東京で移住をテーマとしたディスカッションによる福知山との
縁づくりや他移住イベントの参加により知見を得るとともに、
移住希望者に対して、現地ツアーを福知山で開催

延べ10名

福知山公立大学
（福知山市）

福知山の大学に進学した学生に、移動手段を提供することで、
大学から離れた地域（大江町）での地域活動に参加して地元住
民と交流するなど、地域に足を延ばすきっかけづくり

延べ４名
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜子育て＞

R5年度の取組内容

〇子育て家庭応援セミナーの開催

▸開催日 R5年11月27日（月）
▸場 所 あやべ・日東精工アリーナ
▸参加者 51名
▸内 容
①講演「みんなの赤ちゃんをみんなで育てる」
②交流会～地域で子育てするためのアイデア～

中丹子育て未来づくり100人会議（全体会）

〇仕事と育児の両立体験プログラムの実施

▸開催日 R6年2月6日（火）

▸場 所 長田野工業団地企業交流プラザ

▸参加者 企業15社（15名）

▸内 容 講演「Z世代に選ばれる働きやすい

職場づくり講座」

企業ワーキンググループ事業

✓ 子育て中の方をはじめ、子育て支援団体や企業・経済団体、行政機関等が参画する「中丹
子育て未来づくり100人会議」（プラットフォーム）を令和２年２月に設立

✓ 100人会議に「子育てワーキング」と「企業ワーキング」を設置し、子育てしやすい地域
のあり方や職場づくり等に向けた取組を実施 ⇒地域全体で子育てを支援する機運を醸成

子育てワーキンググループ事業

〇ハイハイから就職まで まるごと子育てワンダーランド

▸開催日 R6年1月27日（土）
▸場 所 あやテラス・北部産業創造センター
▸参加者 81名
▸内 容 講演、事例紹介、ワークショップ 子育て未来づくり100人会議の様子



R5年度の取組状況
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜働く場づくり＞

①ワークショップ、交流会

▸日 程 ９月～11月（年６回）

▸場 所 北部産業創造センター、北都信用金庫等

▸参加者 ９社18名（中小企業経営者､現場リーダー等）

②成果発表会

▸日 程 12月15日（金）

▸参加者 参加企業 ９社18名

オブザーバー 33名

▸内 容 参加企業が①の取組の成果を発表

③伴走支援
▸産業支援機関や高等教育機関等と連携した伴走支援を実施

推進プログラム

▸来年度は、R5年度に形成した企業コミュニティを核とした企業間連携や、
新たなアイデア創出を促進

成果発表会の様子

✓ 外部環境の変化や、社会のニーズが多様化している中、企業が成長し、生き抜くために必要
な新商品の開発や、生産技術の発展等を創出する場を設置

✓ 企業や高等教育機関、産業支援機関、金融機関等の持続的な関係性を構築し、互いの強みを
活かした新産業の創出などにつながるワークショップや交流会を開催



✓ 万願寺甘とう農家の生産性向上を図るため、ＩＣＴ技術の活用等によるスマート農業を推進

✓ 中丹茶農家の技術力向上のため、茶の技術力向上研修等を実施

✓ 丹波くりの中核的生産者の更なる技術力・指導力向上を図るとともに、担い手確保に向け、
基礎的な植栽技術等を習得するためのモデル園での講習会を開催

「万願寺甘とう」「中丹茶」等生産支援事業、「丹波くり」振興未来創造事業
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜働く場づくり＞

R5年度の取組状況

万願寺甘とう

・若手生産者を対象に、茶の技術力向上研修等を開催（計３回）

・「万とうゼミ」の開催（計６回）

・万願寺甘とうの生産性向上のため、スマート農業技術（環境
モニタリング機器等）の活用

中丹茶

・丹波くりの中核的生産者を対象に、南丹局と連携して、技術向上
研修や生産者指導実習を開催（計３回）

・「丹波くり」モデル園実践講習会の開催（計４回）

丹波くり



✓ 管内モデル林地において、低コストでシカなどの獣害対策にも配慮した、主伐・再造林一貫作

業を実践し、現地検討会等を通じて管内各地へ普及を促進

✓ 木造住宅のＰＲや木製品の販売等による府内産木材の周知と活用のほか、木材に触れ親しむ体

験を通じて、将来の担い手確保にもつながるＰＲイベントを開催

循環型林業未来創造事業
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜働く場づくり＞

循環型林業

・綾部市野田町において、主伐・再造林一貫
作業を実施

・一貫作業推進のため、 R4モデル林地
（福知山市堀地区）で現地検討会を開催

R5年度の取組状況

▸日 時 10月７日（土）

▸場 所 福知山市三段池公園

▸来場者 約2,500人

▸内 容

・林業機械や丸太を使ったアトラクション、

ジビエ料理などの飲食、木製品の販売等

▸アンケート結果

・87％が[大満足]・[満足]と回答

PRイベント「もくフェスin中丹」
【R5新規事業】

「もくフェスin中丹」の様子

（木製滑り台）



✓ 地元産木材を使った椅子づくりや自動車エンジン組立体験等することで、ものづくり等の楽し
さを学べる小中学生向けイベントを開催

✓ ＶＲ機器による建設重機の操作体験のほか、舞鶴工業高等専門学校等と連携し、ＩＣＴ建設機
械の搭乗体験や模型実験等の学生向け体験イベントを開催

ものづくり産業・建設業

▸日 程 ７月30日（日）
▸場 所 府立福知山高等技術専門校

▸対 象 中丹管内の小学4年生～中学生

▸参加数 学生30名、保護者28名
▸内 容

R5年度の取組状況
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜担い手育成＞

R5新規事業

▲地元産木材を
使った椅子づくり

▼自動車エンジン
組み立て

▲弁当パック詰め体験

・木の椅子づくり
・自動車エンジン組立体験
・弁当パック詰めライン作業体験

夏休みものづくり技体験ツアー

▸日 程 10月7日（土）
▸場 所 福知山三段池公園武道館
▸参加者 約300名（府民一般）
▸内 容 ・ＶＲ機器による建設重機の操作体験

・都市計画ブロックを使ったまちづくり
・ミニショベルカー乗車体験

▸日 程 ８月26日（土）
▸場 所 舞鶴工業高等専門学校
▸参加者 19名（小学5年生～高校生）
▸内 容 ICT建設機械の搭乗体験、３Ｄ測量体験、

模型実験等

建設業体験イベント2023

建設業魅力向上イベント



環境（中丹SDGs環境学習推進事業）

▸開催日 9月10日（日）
▸場 所 神崎海岸、由良海岸
▸参加者 約220名／回収量 約470kg

R5年度の取組状況

✓ 地域の海岸漂着ごみ対策を推進し、ごみの発生抑制に係る意識の向上を図るため、スポーツ形式
でごみを拾い集める「スポＧＯＭＩ」等を開催

✓ 管内小学生向けに海洋プラスチックごみに関するワークショップを開催
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若者が定着する持続可能な地域づくり＜担い手育成＞

▸開催日 5月14日（日）
▸場 所 丹波大橋下河川敷
▸参加者 約400名／回収量 約256kg

R5新規事業

「スポＧＯＭＩ」in由良川

由良川クリーン大作戦の支援

海洋プラスチックごみのアップサイクル製品

▸開催日 10月21日（土）、22日（日）
▸場 所 三段池公園体育館
▸参加者 約250名（小学生中心）

・海洋ごみについて知る良い機会であった。
・少しでもポイ捨てやごみの減量のきっかけに
なり、その気持ちがみんなに広がれば良い。

・環境問題をスポーツ感覚で身近に楽しみなが
ら学べるすばらしい企画だと思う。

参加者の声

「スポＧＯＭＩ」参加者の集合写真



絆と交流の地域づくり

✓ まとめサイト「CO-KYOTO(こ きょうと)」や各種メディアを通じ、海・森の京都ＤＭＯや
管内各市等、多様な主体とも連携して、中丹地域の子育て、ＵＩターン・移住、働き方・
暮らし方、観光・イベント等の地域情報を広く発信し、関係人口の獲得・拡大を図る。

「CO-KYOTO(こ きょうと）」の運営等

これまでの取組

定期的な情報発信、CO-KYOTOの周知
・記事掲載（週１本）、ツイート（平日２ﾂｲｰﾄ）
・卒業生や転出者、二十歳の集い、イベント等での
チラシ・うちわ配布

チラシ（紙媒体）

サイト（ネット）
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年間アクセス件数
R4年度 ： 84,789件
R5年度(2月末)：147,049件

・記事作成（UIターン者などのライフスタイル記事）

・CO-KYOTOのメルマガ登録フォーム新設

・チラシのリニューアル 等

R5年度の取組状況



絆と交流の地域づくり

中丹
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▸観光客の多くが直接自宅から観光地に赴き、
直接自宅に帰るというルートをたどっている
ことが判明

⇒主要観光地から足を延ばし、寄り道しても
らえる体験スポット（体験メニュー）の打
ち出しを検討

R5年度の取組状況

体験メニューの完成度向上

▸平安女学院大学の学生に体験メニューを実際
に体験してもらい、意見を聴取
（マイお茶缶づくり、刺繍体験）

▸主要観光地から寄り道してもらえるプランと
して、京都リビング(３月下旬)に掲載・発信

✓ 中丹地域の「食」など観光資源の魅力について認知度を高め、中丹地域への誘客を図る。

✓ 中丹地域を訪れる観光客の動向・意向を調査分析し、中丹地域を満喫できる新たな観光ス

ポット等を情報発信

アンケートによる分析結果（回答総数475）

・自分だけのオリジナルのものが作れたの
がとても良かった。

・それぞれ体験が印象深く、充実した１日
だった。

体験した大学生の意見

マイお茶缶づくりの様子



絆と交流の地域づくり

✓ アウトドア愛好家向け登山地図アプリ「YAMAP」を活用し、管内の登山コースやサイク
リングコース等の情報発信

✓ 健康志向やアウトドア志向を踏まえ、幅広い年齢層が気軽に楽しむことができるｅ-Bike
を活用した体験型観光コンテンツを創出
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R5年度の取組状況

アウトドアアプリ活用による発信等

ｅ-Bike無料体験キャンペーン実施

・目 的：ｅ-Bikeを活用した観光周遊を促進

・対象者：綾部市内の農家民宿宿泊者

・対象期間：8月1日～9月30日

・利用実績：40名（定員：先着40名）

・立ち寄りポイント：神社仏閣、林道、田園

風景、滝や清流等

・「YAMAP」による情報発信（通年）

・アプリダウンロード数
R3.6：250万人→ R4.4：300万人
→ R5.10末：400万人 ⇒着実に増加



絆と交流の地域づくり

✓ 文化庁の京都移転を契機に、中丹地域の文化活動の取組をさらに強化・発展させるととも
に、中丹地域における伝統文化の次世代への継承や、新たな創造活動の実施・発信並びに
地域の文化創造と継承を進める。
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R5年度の取組状況

R5新規事業

おやこで楽しむ伝統文化の体験講座（親子対象）
・開催日 R５年7月～８月
・内 容 親子を対象に、伝統文化（①お茶②お華③書道④将棋）

の体験講座を開講
・参加者 １６組３２名（満足度が高かった割合：約81％）

令和５年度「中丹文化芸術プロジェクト（中丹文化芸術祭・
中丹文化交流フェスタ）」に追加する形で実施

文化庁京都移転記念事業～おやこで伝統文化にふれるプロジェクト～

伝統文化のおもしろさにふれる「茂山狂言鑑笑会」（親子・一般）
・開催日 R５年11月25日（土）
・内 容 「狂言」の解説と実演を鑑賞して、伝統文化のおもしろさにふれる。
・参加者 715名（子ども：65名、大人：650名） （満足度が高かった割合：約94％）

悠久のしらべ～二胡・尺八・古箏・マリンバのコラボ～（親子・一般）
・開催日 R６年３月31日（日）
・内 容 古典楽器と洋楽器のコラボやアレンジによる演奏会（尺八(井本蝶山)、二胡(陳曼麗)、古箏(伍芳)）

・申込状況 約700名（2月末時点）（定員：約800名）

※会場はいずれも京都府中丹文化会館



絆と交流の地域づくり

✓ 「京都中丹いちおし商品」の更なる魅力発信と販売促進を図るため、販売交流会や「京都
中丹いちおし商品フェア」等の開催や効果的な販売戦略を検討

✓ 「京都中丹認証ジビエ」の認知度向上に向け、 「森の京都ジビエフェア」の開催や、イベ
ント等でジビエ料理を提供することにより、更なる販路拡大支援・ＰＲ強化に取り組む。
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R5年度の取組状況

「京都中丹いちおし商品」の販売促進、 「京都中丹認証ジビエ」の需要拡大

・京都中丹いちおし商品フェア：３回（8月、11月、3月）
・京都中丹いちおしマルシェ【R5新規】：１回（10月）
→いちおし商品事業者が出展し、消費者に直接販売

・販売交流会【R5新規】：１回（1月）

効果的な販売戦略の検討（福知山公立大学への委託研究） R5追加選定の３品

魅力発信活動・販売促進イベントの開催

・いちおし商品製造者へのアンケート・対面調査に
より、製造や販売拡大に向けたニーズを把握・分析

第７回森の京都ジビエフェア

・開催期間：11/1８～2/1８
・出店実績：中丹管内2３店（全体43店）

ジビエの府内イベント等への出店

・延べ７店（みやこめっせ、阪急洛西口等）

R6年度は、販売者の特徴に合わせた
販売戦略案を作成予定



✓ 京都縦貫自動車道全線開通などの道路ネットワーク強化と港湾整備が相まって、京都舞鶴港

における輸出貨物の集荷範囲が拡大

✓ コンテナ取扱量やコンテナ貨物利用企業数は、近年大幅な増加

✓ 関西圏唯一の日本海側ゲートウェイとして、物流・人流双方の機能をさらに強化

取扱量の増加等に対応するため、
・岸壁延伸、ふ頭用地拡張（H29.10）
・クレーン増設（H30.3）
・CFS供用（R元.7）
・第２バース・Ⅱ期整備着手
（R3.4~）

舞鶴国際ふ頭Ⅱ期整備【舞鶴国際ふ頭】コンテナ貨物船（右）とバルク貨物船（左）による同時着岸、同時荷役

絆と交流の地域づくり
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R5年度の取組状況

京都舞鶴港への外航クルーズ船
寄港回数が10回（うち外国船７回）

＜コロナ感染拡大後の寄港回数＞
R2:０回→R3:４回→R4:５回

第２ふ頭における多目的クレー
ンの更新
（整備年次:R５～８年度予定）0

5000

10000

15000

20000

25000

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年

出個数

入個数

計（空含）

計（実入）

過去最高の
20,289ＴＥＵ(空含む）

過去最高の
13,402ＴＥＵ(実入り）

【京都舞鶴港におけるコンテナ数の推移】

新型コロナウイルス
感染症による

経済活動減少等の
影響

荷主の舞鶴港
回帰及び

新規貨物獲得等
に伴う増

出典：京都府（令和5年）



絆と交流の地域づくり

✓ 地域内を結ぶ高速道路網の活用に加えて、安全な交流活動を促進し、良好な市街地形成
を図るための道路整備を推進
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事業期間 平成26年度～

整備効果
・道路の安全性向上、慢性的な渋滞緩和
・歩行者の安全性確保

R6年度以降の取組予定

・用地補償
・トンネル工（非常用設備、照明、舗装等）
・道路築造（取付道路等）

小倉西舞鶴線 新白鳥トンネル（仮称）完成イメージ図

主要地方道 小倉西舞鶴線（白鳥工区）事業（良好な市街地形成）

事業内容

事業概要

R５までの事業内容
・調査、測量、設計、 用地補償、トンネル工、
道路築造等

新白鳥トンネル（仮称）現場見学会（令和５年11月19日）



絆と交流の地域づくり

27

✓ より広域なエリアでの交流・連携を促進するため、人流・物流や地域の生活を支える
府県間の道路整備を推進

整備効果・安心安全で円滑な通行環境の確保
・地域間の交流・連携を促進
・緊急輸送道路ネットワークの機能強化等

国道429号 榎峠バイパス整備事業（府県間の道路整備）

事業内容

・調査（水文調査）、用地補償
・道路築造（盛土工、排水工）
・トンネル工（本体工着手）

事業概要

事業期間 令和２年度～８年度予定

事業区間 兵庫県丹波市～福知山市談

R５までの事業内容 測量・調査・設計、用地補償、

工事用道路築造等

(現在)積雪期の離合状況

現在の状況（工事用道路）

R6年度以降の取組予定
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安心・安全に暮らせる地域づくり

✓ 洪水時でも管内３市を結ぶ主要な幹線道路のネットワークを確保するため、路面のかさ
上げを行い道路機能の強化を図る。

事業概要（福知山市下天津）

国道175号（福知山市下天津）R6.3月撮影

国道175号の道路機能強化（路面のかさ上げによる道路機能強化）

・新規区間の調査、測量、設計
（下天津～大江町日藤）

事業期間 平成28～令和５年度

・調査、測量、設計
・用地補償
・迂回路築造、道路築造（盛土）

R５までの事業内容

整備効果
・路面のかさ上げにより由良川
増水時の防災機能が向上

※国道175号は、兵庫県明石市（国道２号）を起点とし、
福知山市を経て舞鶴市（国道27号）までを結ぶ幹線道路
で、沿線地域の生活・経済活動を支え、京都府域におい
ては、全区間が１次緊急輸送道路に指定されており、防
災道路ネットワークとしても重要な路線

R6年度以降の取組予定

事業内容



安心・安全に暮らせる地域づくり

✓ 自然災害発生時に、住民からの災害情報の提供を受け、行政の初動対応の迅速化につなげる
中丹地域独自の災害情報システムの登録者を拡大

✓ 災害危険区域を有する自主防災組織における水害等避難行動タイムラインの作成を促進する。
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R5年度の取組（R6.2時点）

地域防災・減災ネットワーク事業

災害情報システムの登
録住民の拡大（累計）
R5：238人（実績）
R6：300人（目標）

タイムライン※を策定し
た組織数（累計）
R5：290組織（実績）
R5：284組織（目標）
R6：324組織（目標）

災害情報
提供者

府

災害情報を監視
防災関係機関と情報共有

迅
速
な
災
害
対
応
等

災害情報ネット事業の概要

災害情報

中丹広域
振興局

中丹自然災害情報連絡ネットワーク事業
（LINE公式アカウントを活用）

府民

災害情報を提供

※タイムラインとは…
「いつ」「どこへ」「どのように」
避難するのかを地域住民同士で定め
ておく計画。地域の共助体制により、
住民が声を掛け合いながら早めの避
難行動を行うことを目指す。
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野生鳥獣被害地域総合対策事業

R5年度の取組状況

✓ 農作物被害軽減及び人的被害の未然防止を図るため、シカ、イノシシ等の侵入防止柵の保守
点検に関する講習会等を開催

✓ クマの誘因物除去の重要性の啓発やセンサーカメラによる出没調査

✓ サル群の行動圏調査を継続して実施

安心・安全に暮らせる地域づくり

シカ、イノシシ対策

・侵入防止柵による被害対策方法について指導（２箇所）

柿トタン巻き実演

ｾﾝｻｰｶﾒﾗによるｼｶ侵入経路把握

クマ対策

・警察・市と合同でクマ人身被害未然防止啓発パトロール・

説明会を実施（７回）

・パンフレット配布による啓発（4,500部）、センサーカメ

ラによる出没調査

サル対策

・ICT技術によるサルの効率的な被害対策を支援（１箇所）


